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〜第４回芝山町議会定例会のあらまし〜

12
月
定
例
会
　
議
案
審
査

　
令
和
５
年
第
４
回
芝
山
町
議
会
定
例

会
（
以
下
、
「
12
月
定
例
会
」
と
い

う
。
）
は
、
12
月
11
日
に
招
集
さ
れ
、

12
月
15
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案

12
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行

い
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
議
案
は
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し

ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
、
町
内
全
路
線
維
持
補

修
事
業
、
自
立
支
援
事
業
、
成
田
用

水
施
設
改
築
事
業
負
担
金
な
ど
総
額

４
４
２
４
万
３
０
０
０
円
を
追
加
す
る

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

９
号
）
等
の
11
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
６

名
の
議
員
が
登
壇
し
、
「
新
年
度
予
算

編
成
方
針
」
、
「
公
共
下
水
道
区
域
外

接
続
」
、
「
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
・

デ
ィ
バ
イ
ド
問
題
」
、
「
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
総
合
案
内
」
、
「
テ
レ
ビ
共
同
受

信
施
設
の
老
朽
化
問
題
」
、
「
小
池
の

拠
点
整
備
」
、
「
小
中
学
生
の
不
登

校
」
、
「
台
湾
訪
問
の
成
果
と
課
題
」

「
公
共
交
通
計
画
」
、
「
空
き
家
対

策
」
、
「
上
水
道
」
、
「
公
共
交
通
」
、

「
高
谷
川
新
設
道
路
」
、
「
空
港
関

係
」
、
「
町
の
英
語
教
育
」
、
「
職
員

研
修
の
体
制
」
、
「
第
５
次
芝
山
町
総

February
2024 ２

合
計
画
は
来
年
度
前
期
総
合
計
画
が
終

了
し
中
期
総
合
計
画
の
作
成
に
あ
た
り
、

次
年
度
以
降
の
町
の
方
策
」
、
「
子
育

て
と
教
育
の
一
体
化
に
お
け
る
今
後
の

具
体
的
施
策
」
、
「
芝
山
町
農
業
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
に
関
す
る
構
想
」
等
に

つ
い
て
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し

た
。

　
最
終
日
に
は
、
11
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ

採
決
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
原
案
の
と

お
り
可
決
。
続
い
て
、
町
長
よ
り
１
件

の
追
加
議
案
の
提
案
が
あ
り
同
意
し
ま

し
た

　現職の内田白民議員が去る12月16日
に逝去されました。
　平成16 年 3月から今日まで５期19 年
間の長きにわたり議会運営に携わり、平
成 26 年 3月から27年 3月には第 57代
議長を務められました。その後も総務常
任委員会委員長を２期、監査委員や山武
郡市環境衛生組合議会議員などを歴任さ
れ、町のためにご尽力頂きました。
　ここに謹んで哀悼の意を表するととも
に、心からご冥福をお祈りいたします。

内田　白民 議員逝去
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　令和５年９月の台風１３号により被害を受けた道路等の復旧費に要する予算
（補正額７１４１万８０００円）

　専決処分の承認を求めることについて
議案第１号

議 案 審 議 12月定例会・臨時会で審議された議案の中から注目の議案
をご紹介します。（議案採決Ｐ６）

　公費負担の単価を改正（選挙運動用ビラ及びポスター作成等）

　芝山町長及び芝山町議会議員の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

議案第２号

　国民健康保険税について、出産する被保険者の産前産後期間の所得割額及び
均等割額を減額

　芝山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
議案第３号

　航空機騒音自動測定装置の更新（役場他４ヶ所）
　物品売買契約の締結について
議案第６号

　令和５年度第４回定例会に提出された一般会計補正予算第９
号は総額４４２４万３０００円が増額され、一般会計予算の総額は
64憶1023万5０００円になりました。ここでは注目の補正予算を
紹介します（議案採決 P6 ）

　跡地の利活用を
再検討するため、浄
化槽設置工事の見
送りによる皆減

旧芝山高等技術専門校
跡地浄化槽設置工事

企画空港政策課 企画調整係　【総務管理費】

△686万円

介護給付金
訓練等給付金

福祉保健課 福祉係　【社会福祉費】

819万円

　障がい福祉サービ
スの利用に係る費用
が当初の見込みより
多かったため増額補
正

家庭用飲用井戸等
整備事業補助金

250万円

　成田空港の区域拡
大に伴って用地移転
される方のうち令和
５年度中の申請が見
込まれる町内移転者
分について増額補正

企画空港政策課 企画調整係　【総務管理費】

注目の補正予算

くらしの安心策

障がい児給付金

福祉保健課 福祉係　【社会福祉費】

447万円

　障がい児通所サー
ビスの利用に係る費
用が当初の見込みよ
り多かったため増額
補正
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10
月
20
日

地
域
と
共
に
歩
む
航
空
科
学
博
物
館

　

航
空
科
学
博
物
館
よ
り
現
在
の
取

り
組
み
状
況
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
以
下
の
答
弁
は
航
空
科
学
博
物
館
で

す
。
）

Q 【
伊
橋
議
員
】
航
空
科
学
博
物
館

の
屋
外
展
示
場
で
夏
祭
り
を
行
っ

た
が
、
博
物
館
と
し
て
ど
う
評
価
す
る

か
。A

航
空
科
学
博
物
館
は
地
域
と
共
に

発
展
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
お
り
、
夏
祭
り
の
開
催
は
非

常
に
喜
ば
し
い
事
で
す
。
当
館
と
し
て

は
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
寄
与
し
て
い
き

ま
す
。

Q 【
岩
内
議
員
】
今
後
予
定
し
て
い

る
施
設
改
修
は
あ
る
か
。

A
予
定
し
て
い
た
施
設
の
改
修
は
ほ

と
ん
ど
終
了
し
た
た
め
、
今
後
は

適
正
な
保
存
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
点
検
・
評
価

Q 【
實
川
議
員
】
学
識
経
験
者

の
意
見
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
一
名
の
意
見
で
あ
り
、
数
人
の

意
見
で
あ
れ
ば
な
お
良
い
の
で
は
。

A
そ
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q 【
實
川
議
員
】
学
識
経
験
者

の
意
見
に
「
年
々
減
少
す
る

人
口
を
鑑
み
、
小
中
一
貫
教
育
の

再
考
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
載
っ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
再
考
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
。

A
小
中
一
貫
校
に
関
し
て
は
、

さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q 【
坂
井
議
員
】「
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
よ
る
安
全
対
策
の

強
化
推
進
」
と
意
見
に
あ
る
が
、

設
置
の
検
討
し
て
ほ
し
い
。

A
現
状
を
改
善
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

12
月
６
日

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

Q 【
坂
井
議
員
】
国
民
健
康
保

険
税
で
、
出
産
す
る
被
保
険

者
の
出
産
予
定
日
に
属
す
る
月
の

前
月
か
ら
翌
々
月
ま
で
の
期
間
に

係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
を

減
額
す
る
よ
う
だ
が
、
金
額
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

A
１
件
あ
た
り
１
万
円
ほ
ど
で

す
。

Q 【
坂
井
議
員
】
福
祉
有
償
運

送
車
両
購
入
事
業
は
、
車
両

R全員協議会    eportR

の
視点
議会

を
増
車
す
る
の
か
。

A
車
両
の
買
い
替
え
で
す
。

Q 【
岩
内
議
員
】
学
校
給
食
総

務
費
の
真
空
冷
却
機
購
入
予

算
減
額
の
理
由
は
。

A
入
札
に
よ
る
落
札
差
額
分
を

減
額
し
ま
す
。

今
後
の
公
共
交
通
は

Q 【
岩
澤
達
弥
議
員
】「
横
芝
光

号
成
田
便
」
の
連
携
に
関
し
、

芝
山
町
に
バ
ス
停
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
負
担
金
が
発
生
し
な

い
よ
う
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
。A

横
芝
光
町
に
意
見
を
伝
え
た

う
え
で
、
協
議
し
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
は

Q 【
岩
澤
勝
則
議
員
】
職
員
の

懲
戒
処
分
に
つ
い
て
、
今
後

再
発
防
止
に
向
け
職
員
研
修
を
行

う
の
か
。

A
全
職
員
に
冊
子
「
こ
れ
っ
て

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
の
」
を
配

付
し
ま
し
た
。
研
修
は
今
後
対
応

し
ま
す
。

令和５年10月から12月まで
の全員協議会で議論された質
疑の内容をご報告します。

▲昨年７月に開催された「芝山夏祭 2023」
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「あ
っ
た
ら
い
い
な
」を
カ
タ
チ
に
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
女
性
た
ち
！

　　女性の視点で町の魅力を発信するDoki 土器はにわ部のみなさん。私たち議会はこれから
も町おこしに奮闘する方々を応援していきます。

編集委員から一言

▲オリジナルキャラクター "ハニージョ"の
ランタンとコーヒーカップ

しばやま町議会記者クラブこちら

Machi Kisha

Vol.7
夢 叶えた

古民家カフェ
～Doki 土器はにわ部の皆さんに Interview～

―
Ｄｏ
ｋ
ｉ
土
器
は
に
わ
部
の
み

な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
み
な
さ

ん
は
ど
の
よ
う
な
団
体
で
す
か
。

「
私
た
ち
は
こ
の
町
に
住
む

普
通
の
主
婦
で
す
が
、
み
ん
な
、

自
分
た
ち
が
住
む
町
を
盛
り
上

げ
た
い
！
と
い
う
思
い
で
、
町
お

こ
し
を
目
標
に
昨
年
の
一
月
に

結
成
し
ま
し
た
。」

―
昨
年
の
一
月
と
い
う
と
、ち
ょ

う
ど
一
年
前
で
す
ね
。

「
は
い
、
結
成
し
て
ま
だ
間
も

な
い
で
す
が
、
み
ん
な
や
る
気
に

満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は

意
見
交
換
を
し
て
、
ど
ん
な
こ

と
を
や
っ
て
い
き
た
い
か
話
し
合

う
中
で
、
今
回
は
に
わ
祭
り
に

カ
フ
ェ
を
出
そ
う
と
い
う
意
見
に

ま
と
ま
り
ま
し
た
。」

―
あ
の
大
盛
況
だ
っ
た
旧
藪
家

で
の
古
民
家
カ
フ
ェ
で
す
よ
ね
。

来
場
し
た
お
客
さ
ん
が
あ
の
建

物
の
中
で
暖
か
い
コ
ー
ヒ
ー
や

お
茶
を
飲
ん
で
く
つ
ろ
い
で
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
よ
。

「
お
か
げ
さ
ま
で
、
多
く
の
方

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

日
は
天
気
も
悪
く
、
お
客
さ
ん

が
来
る
か
不
安
だ
っ
た
の
で
、
自

分
た
ち
で
楽
し
め
れ
ば
い
い
ね
、

と
声
を
掛
け
合
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
は
予
想
以
上
の
集
客
だ
っ

た
の
で
、
す
ご
く
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。」

―
や
は
り
お
客
さ
ん
は
趣
の
あ
る

古
風
な
空
間
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

せ
る
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
あ
と
、
古
墳
や
は
に
わ
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
グ
ッ
ズ
も
た
く

さ
ん
販
売
し
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

「
そ
う
な
ん
で
す
。
グ
ッ
ズ
も
た

く
さ
ん
売
れ
ま
し
た
。
一
つ
一
つ

み
ん
な
手
作
り
で
作
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
。
う
ち
の
メ
ン
バ
ー
は
な
ん
で

も
作
れ
ま
す
か
ら
。」

―
す
べ
て
手
作
り
で
す
か
。
町
に

は
こ
う
い
っ
た
グ
ッ
ズ
は
ま
だ
少
な

い
か
ら
貴
重
で
す
し
、
芝
山
の
魅

力
の
一
つ
に
な
って
ほ
し
い
で
す
ね
。

み
な
さ
ん
、
今
後
は
ど
う
いっ
た
こ

と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
で
す
ね
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
Ｄ
ｏ
ｋ
ｉ
土

器
は
に
わ
部
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
あ

る
の
で
、
そ
こ
か
ら
芝
山
の
Ｐ
Ｒ

が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
今
、
町
の
は
に
わ
の
写

真
を
「
芝
山
は
に
コ
レ
」
と
い
う

企
画
で
ど
ん
ど
ん
載
せ
て
い
る
の

で
、
み
な
さ
ん
是
非
、
町
の
は
に

わ
を
再
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。」

藤永歌織さん 眞行寺真澄さん佐藤えりこさん 武越望さん

▲千葉県指定有形文化財「旧藪家住宅」▲本格的なドリップで



芝山議会だより　No.142　R6.2.1－ 6

令和５年第４回定例会で審議した議案とその結果議員の賛否を公開 ※議長は採決に加わりません。

議案�
番号

上程された議案・概要・結果�
賛成：○　反対：×　欠席：欠　退席：退

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤欠
番⑦⑧⑩⑪欠

番
⑨
議
長

決議
結果

大
木
浩
司

岩
澤
勝
則

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

空
席

岩
澤
達
弥

伊
橋
寿
夫

戸
井
沢
夫

内
田
白
民

空
席

小
嶋
秀
樹

専決処分の承認

第１号 芝山町一般会計補正予算(第８号)(令和５年９月の台風１３号に
より被害を受けた施設の復旧費に要する予算の専決処分)

承認 
賛(8)・否(0) P3 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 － －

条例の一部改正

第２号 芝山町長及び芝山町議会議員の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例の一部改正（公費負担の単価改正）

可決 
賛(8)・否(0) P3 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 － －

第３号
芝山町国民健康保険税条例の一部改正（子育て世帯の経済
的負担軽減及び次世代育成支援等の観点から、産前産後期
間の所得割額及び均等割額を減額）

可決 
賛(8)・否(0) P3、4 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 － －

第４号
芝山町空家等対策協議会条例等の一部改正（空家等対策の
推進に関する特別措置法の一部改正に伴い、引用条項ずれを
改正）

可決 
賛(8)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 － －

契約の締結

第５号 物品売買契約の締結（芝山町消防団指揮車の購入に伴い、契
約を締結するもの。契約額700万7211円)

可決 
賛(8)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 － －

第６号 物品売買契約の締結（航空機騒音自動測定装置の更新に伴
い、契約を締結するもの。契約額2508万)

可決 
賛(8)・否(0) P3 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 － －

令和５年度補正予算

第７号 芝山町一般会計補正予算（第９号）（社会福祉費2262万円等
を増額し、総額64億1023万5000円とする）

可決 
賛(8)・否(0) P3、4 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 － －

第８号 芝山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）（総務管理
費211万2000円を増額し、総額10億508万円とする）

可決 
賛(8)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 － －

第９号 芝山町介護保険特別会計補正予算（第２号）（総務管理費812
万5000円を増額し、総額10億83万5000円とする）

可決 
賛(8)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 － －

第10号
芝山町農業集落排水事業会計補正予算（第２号）（収益的収
支と資本的収支を合わせた110万円を増額し、支出総額9586
万2000円とする）

可決 
賛(8)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 － －

第11号
芝山町簡易水道事業会計補正予算（第２号）（収益的収支と資
本的収支を合わせた2483万円を増額し、支出総額5億3294
万9000円とする）

可決 
賛(8)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 欠 － －

追加議案（人事案件）

第１号 芝山町人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めること
（人権擁護委員の推薦者を適任と認める） 同意 － － － － － － － － － － － －



－芝山議会だより　No.142　R6.2.17

成成
人
を
迎
え

人
を
迎
え

　
支
え
ら
れ
る
側
か
ら

　
支
え
ら
れ
る
側
か
ら

　
　
支
え
る

　
　
支
え
る
人人
間
に
な
っ
て

間
に
な
っ
て

　
　
　
欲
し
い

　
　
　
欲
し
い

【一般質問】芝山町議会の場合、質問時間は答弁を含めて６０分以内と
されており、一つの項目に関して再質問は２回までとされています。

※第４回定例会の傍聴者は32人でした。

（
恩
師
の
言
葉
よ
り
）

大
お お き

木 浩
こ う じ

司議員
・台湾訪問の成果と課題
・小中学生の不登校
・公共交通計画
・小池の拠点整備

岩
い わ さ わ

澤 勝
か つ の り

則議員
・新年度予算編成方針は
・下水道区域外接続とは
・デジタル・ディバイド問題
・行政のＡＩ活用方法
・テレビ受信施設老朽化

實
じ つ か わ

川 嘉
か い ち

一議員
・選ばれるまちづくり
・基幹産業の農業
・インフラ整備
・成田空港関連施策

坂
さ か い

井 慶
け い こ

子議員
・子育てと教育の一体化におけ

る今後の具体的施策
・芝山町農業ビジョンの策定に

関する構想

　芝山町の様々な課題に対して、提出議案とは関係なく議員個人が自
由に考えを聞くことのできる一般質問。
　第４回定例会では６名の議員が登壇し、直面している問題の解決や
町の将来像について、それぞれの視点から質問を投げかけました。こ
の原稿は質問者本人が作成しています。

一般質問

伊
い は し

橋 寿
ひ さ お

夫議員
・空港関係
・当町の英語教育
・町職員の体制

岩
い わ う ち

内　章
あきら

議員
・空き家対策
・上水道
・公共交通
・高谷川新設道路

P8

P9

P10

P11

P12

P13

photo/二十歳の式典photo/二十歳の式典
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【デジタルディバイト】（情報通信技術（IT））特にインターネットの恩恵を受ける人
とできない人の間に生じる経済格差のこと

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報
通

信
技
術
を
利
用
で
き
る
者
と
利

用
で
き
な
い
者
と
の
間
に
も
た
ら
さ

れ
る
経
済
格
差
で
あ
る
※
デ
ジ
タ
ル

デ
ィ
バ
イ
ド
問
題
解
決
に
向
け
、
町

に
相
談
窓
口
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
総
務
省
デ
ジ
タ
ル
活
用

支
援
推
進
事
業
を
活
用
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
な
ど
、
民
間
企

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
デ
ジ
タ
ル
格

差
の
解
消
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

東
京
都
の
各
区
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
お
い
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

手
続
き
や
制
度
な
ど
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
に
対
し
て
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

活
用
し
て
い
る
、
導
入
を
し
て
は
い
か

が
か
。【

町
長
】
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や

デ
ジ
タ
ル
格
差
解
決
の
た
め
に
、

多
面
的
に
Ａ
Ｉ
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
導
入
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

Ｏ
Ｓ
を
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
で
使
用
し

て
い
る
と
ラ
イ
セ
ン
ス
料
が
か
か

る
。
そ
こ
で
、
無
料
Ｏ
Ｓ
で
あ
る
Ｌ

ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
系
Ｏ
Ｓ
に
変
更
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

【
総
務
課
長
】
Ｏ
Ｓ
の
リ
ー
ス
更

新
時
期
を
踏
ま
え
て
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
堅
持
体
制
を
取
り
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
は
、
経

年
劣
化
に
よ
り
改
築
が
必
要
と

な
って
い
る
。
既
存
の
補
助
制
度
で
対

応
で
き
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
共
同
受
信
施
設

を
維
持
管
理
す
る
受
信
組
合
に

対
し
て
、
交
付
要
綱
に
基
づ
き
対
応

で
き
ま
す
。

公
共
下
水
道
認
可
区
域
外
に
、

空
港
拡
張
や
航
空
機
騒
音
で
町

内
に
移
転
す
る
方
々
等
の
た
め
に
も

１
戸
で
あ
っ
て
も
、
下
水
道
管
渠
を

延
長
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
町
長
】「
汚
水
処
理
施
設
の
整

備
に
関
す
る
構
想
査
定
の
基
本

方
針
」
に
基
づ
き
、
当
面
は
、
合
併

浄
化
槽
補
助
制
度
を
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
ま
す
。

地
下
水
環
境
保
全
の
た
め
に
も
、

公
共
下
水
道
の
延
長
は
必
要
で

あ
る
。
将
来
の
汚
水
適
正
化
構
想
の

変
更
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。【

ま
ち
づ
く
り
課
長
】
全
県
域

汚
水
適
正
化
構
想
と
の
整
合
を

図
り
な
が
ら
、
時
期
を
み
な
が
ら
調

整
し
て
い
き
ま
す
。

『一般質問』

令
和
６
年
度
当
初
予
算
編
成
に

お
け
る
大
規
模
事
業
は
。

【
町
長
】
川
津
場
地
区
田
園
型

居
住
創
出
事
業
、
小
池
地
区

区
画
整
理
事
業
及
び
芝
中
校
舎
屋
内

運
動
場
等
改
修
事
業
で
す
。

公
民
館
事
業
で
行
っ
て
い
る

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
」

を
今
後
も
続
け
て
も
ら
え
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
公
民
館
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
講
習
会
は
、
総
務

省
の
助
成
を
活
用
し
、
民
間
企
業
に

委
託
し
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

次
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

町の将来像の
ヒントは

何か

岩澤 勝則　議員
（緑の会）

（所要時間40分）

KATSUNORI IWASAWA

新
年
度
予
算
編
成
方
針
は

デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
問
題

町
の
方
向
性

行
政
の
Ａ
Ｉ
活
用
方
法

テ
レ
ビ
受
信
施
設
老
朽
化

公
共
下
水
道
区
域
外
接
続
と
は
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【教育旅行】台湾からの高校生のホームステイは平成２７年から令和元年までに計５回受け入れを行っている。
【ハートフルさんぶ】山武郡市広域行政組合が主体となり、学校へ登校できない児童・生徒の居場所として
適応指導教室を開設しています。

大木 浩司　議員
（創芝会）

（所要時間45分）

KOUJI OOKI

地
区
別
意
見
交
換
会
で
出
た
意

見
は
、ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た

か
。【

企
画
空
港
政
策
課
長
】利
用

時
間
の
拡
大
、デ
マ
ン
ド
交
通
の

改
善
、通
勤
・
通
学
に
対
す
る
利
便
性

の
向
上
、中
学
生
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利

用
の
改
善
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
末
ま
で
に
小
学
校
前
の

道
路
整
備
事
業
の
進
捗
状
況

は
。【

町
長
】用
地
測
量
と
補
償
物
件

調
査
は
完
了
し
、用
地
取
得
に

向
け
た
準
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
取
得
し
た
道
路
用
地
に
つ
い
て

は
、埋
蔵
文
化
財
の
確
認
調
査
を
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

来
年
度
に
向
け
て
、具
体
的
な

事
業
展
開
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

【
町
長
】年
度
末
に
向
け
て
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計

画
案
の
作
成
等
を
行
う
予
定
で
す
。

『一般質問』

野
菜
と
米
の
輸
出
を
目
的
と
し

た
台
湾
訪
問
の
成
果
と
課
題

は
。【

町
長
】２
社
か
ら
見
積
書
の
提

出
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。課
題
に

つ
い
て
は
、年
間
を
通
し
て
安
定
的
な

農
産
物
の
供
給
に
対
し
て
ど
の
よ
う

対
応
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で

す
。

輸
出
事
業
に
関
す
る
町
と
し
て

の
か
か
わ
り
方
は
今
後
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

【
町
長
】民
間
の
輸
出
事
業
が
支

障
な
く
進
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

問
題
の
発
生
に
対
し
て
、状
況
等
を

調
査
し
行
政
と
し
て
対
応
を
検
討
し

ま
す
。※

教
育
旅
行
の
誘
致
に
向
け
て

芝
山
町
で
も
受
け
入
れ
を
再
開

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
町
長
】町
の
事
業
を
優
先
的
に

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。再
開
に
は
、少
し

お
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

不
登
校
と
な
っ
た
児
童・生
徒
に

対
す
る
学
習
支
援
の
サ
ポ
ー
ト

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】放
課
後
に
児
童
・
生

徒
を
登
校
さ
せ
て
授
業
を
行
っ

た
り
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸
し
出
し
、学

校
の
授
業
を
リ
モ
ー
ト
で
つ
な
い
で
学

習
に
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、個
々
に

応
じ
た
形
で
学
習
を
進
め
て
お
り
ま

す
。ま
た
、山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合

が
運
営
す
る
※
ハ
ー
ト
フ
ル
さ
ん
ぶ
で

は
、児
童
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
学
習

し
た
り
運
動
し
た
り
し
な
が
ら
、学
校

復
帰
を
目
指
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

台
湾
視
察
の
成
果
と

今
後
の
課
題
は

小
池
拠
点
整
備
の

進
捗
状
況
は

小
中
学
生
の
不
登
校
に

向
け
て
の
対
応
は

台
湾
訪
問
で
の

市
場
手
ご
た
え
は

公
共
交
通
は芝

山
の
生
命
線

▲台北市での商談の様子
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町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
空
き
家
等

を
売
り
た
い
、
売
っ
て
も
よ
い

の
回
答
が
24
件
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

そ
の
方
々
に
空
き
家
・
空
地
バ
ン
ク

の
推
進
は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
空
き
家
・
空
地
バ
ン
ク

へ
の
登
録
へ
繋
げ
る
た
め
に
、
今

後
周
知
活
動
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

上
水
道
事
業
の
現
在
の
進
捗
状

況
は
。

【
町
長
】
浄
水
場
施
設
の
整
備

に
向
け
て
建
設
工
事
に
係
る
実

施
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
水
道
事
業
の
進
捗
に
あ
た
り
、

現
時
点
で
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は

あ
る
か
。

【
町
長
】
資
材
価
格
の
高
騰
の

長
期
化
は
懸
念
し
て
い
ま
す
が
、

最
新
の
資
材
単
価
を
採
用
し
、
適
正

な
工
事
発
注
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

停
電
時
対
策
と
し
て
非
常
用
発

電
機
を
設
置
す
る
よ
う
だ
が
、
長

期
停
電
時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
発
電

機
用
の
燃
料
の
確
保
が
で
き
る
体
制
は

考
え
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
長
期
停
電
に
備
え

て
、
燃
料
供
給
会
社
と
災
害
協

定
を
結
び
、
燃
料
確
保
の
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

現
在
、
横
芝
光
町
か
ら
成
田
イ

オ
ン
ま
で
出
て
い
る
町
外
の
バ
ス

に
、
芝
山
町
内
へ
バ
ス
停
を
置
く
提

案
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
風
和
里
し
ば
や
ま
と

芝
山
中
学
校
入
口
に
バ
ス
停
の

新
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

高
谷
川
沿
い
道
路
新
設
に
あ
た

り
、
残
地
活
用
で
何
か
具
体
的

な
案
は
出
て
い
る
か
。

【
町
長
】
い
く
つ
か
考
え
て
い
ま

す
が
、
地
域
に
と
っ
て
有
益
な

活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

認
知
度
の
向
上
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

『一般質問』

岩内 章　議員
（創芝会）

（所要時間58分）

空
き
家
対
策
と
し
て
所
有
者
に

在
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
案
内
を
し
て

い
る
が
、
実
際
に
相
談
、
リ
フ
ォ
ー
ム

を
行
っ
た
件
数
は
。

【
町
長
】
制
度
開
始
か
ら
昨
年

度
ま
で
29
件
、
今
年
度
は
10
件

の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

空
き
家
・
空
地
バ
ン
ク
の
啓
発

を
行
う
も
、
認
知
度
が
ま
だ
低

い
よ
う
だ
が
、
担
当
課
と
し
て
ど
う

評
価
す
る
か
。

【
都
市
計
画
担
当
課
長
】
認
知

度
は
高
い
と
は
言
え
な
い
の
で
、

利活用が
まちづくりの

＂要＂

AKIRA IWAUCHI

空
き
家
を
活
用
で
き
る

仕
組
み
の
周
知
を

上
水
道
計
画
は
順
調
か

今
後
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
向
け
て

空き家の適正管理は所有者の責任です。
　空家特別措置法には、空き家の所有者（管理者）は、周辺の生活環境に悪影響を及ぼさないよう、空
き家の適切な管理に努めるよう責任が明記されています。
　空き家は放置すると老朽化が進み、下の図のようなことが発生し近隣住民の生活に悪影響を及ぼします。
また、空き家を管理不全な状態で放置した結果、家屋の倒壊や屋根材の飛散などによって他人に被害を与
えた場合には、空き家の所有者（管理者）が責任を問われる場合もあります。

空き家特集

≪空き家を管理不全な状態で放置した場合、こういった影響が考えられます≫

〇空き家の所有者になった場合
①誰が管理するのか家族、親族で話し合っておきましょう。
②空き家を相続したら、相続登記をしましょう。令和６年４月１日から相続登記
の申請義務化等が始まります。
③親族等で空き家を利用する予定がない場合は、早めに処分（解体・譲渡・賃貸）
することを考えておきましょう。

相続登記の申請義務についてのルール
A．基本的なルール
相続（遺言も含みます。）によって不動産を取得した相続人は、その所有
権を取得したことを知った日から3年以内に相続登記の申請をしなけれ
ばならないこととされました。
「被相続人の死亡を知った日」からではないから、不動産を取得したこと
を知らなければ３年の期間はスタートしない。
B．遺産分割が成立した時の追加的なルール
遺産分割の話し合いがまとまった場合には、不動産を取得した相続人は、
遺産分割が成立した日から３年以内に、その内容を踏まえた登記を申請し
なければならないこととされました。
Ａ,Ｂともに、正当な理由がないのに義務に違反した場合、１０万円以下の
過料の適用対象となります。

　「被相続人の死亡を知っ
た日」からではないから
不動産を取得したことを
知らなければ3年の期間
はスタートしないよ！

〇空き家を所有している方へのお願い
①定期的に家屋の手入れや庭木の剪定など適正管理に努めましょう。
（台風・地震の後は必ず行いましょう）
②相続予定者やご家族の皆さんと一緒に管理や利活用（賃貸・売買）、
取り壊しについて考えましょう。
③空き家となっている住家のご近所に連絡先を伝えておき、何か問題
があれば連絡がもらえるようにしておきましょう。

〇空き家・空き地を売りたい！貸したい！
　あなたの空き家を求めている人がいます。空き家・空き地バン
クとは、空き家等を売りたい、貸したい方に空き家等物件を登録し
ていただき、その情報をインターネット上で公開し、空き家等の利
用希望者へ情報提供する制度です。すでに空き家等になっている
もののほか、近く空き家・空き地となる予定の物件も登録可能です。

芝山町空き家バンク
二次元コード

屋根材飛散・落下
物による事故

屋根や外壁の
破損・腐食

草木の繁茂
害虫の発生

火災や犯罪の誘発
ゴミの不法投棄

景観の悪化

11 2024. １月号 10広報しばやま 

▶︎
広
報
し
ば
や
ま
１
月
号
の
特
集
に
て
掲
載
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町
子
供
会
育
成
協
議
会
に
よ
る

全
３
回
の
英
会
話
イ
ベ
ン
ト
が

終
了
し
た
が
、
来
年
度
以
降
も
計
画

的
に
英
語
教
育
に
係
る
イ
ベ
ン
ト
並

び
に
事
業
を
継
続
的
に
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
。

【
教
育
課
社
会
教
育
・
文
化
振

興
担
当
課
長
】
今
後
も
成
田
国

際
空
港
を
抱
え
る
本
町
の
地
域
的
特

性
を
生
か
し
、
子
供
た
ち
が
英
会
話

を
身
に
つ
け
、
空
港
関
連
の
仕
事
に

も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
事

業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

伊橋 寿夫　議員
（地方自治研究会）

（所要時間51分）

『一般質問』

成
田
空
港
の
機
能
強
化
に
よ
る

用
地
買
収
等
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
、
家
屋
件
数
及
び
山
林
、
農
地

所
有
者
件
数
は
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
成
田

空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
に
係

る
用
地
買
収
等
の
進
捗
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
空
港
会
社
が
地
権
者
の

方
々
と
個
別
に
協
議
を
進
め
て
い
る

状
況
で
す
の
で
具
体
的
な
件
数
等
に

関
し
ま
し
て
は
答
弁
を
差
し
控
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

空
港
用
地
買
収
等
に
よ
る
移
転

代
替
地
と
し
て
菱
田
小
学
校

跡
、
川
津
場
地
区
が
候
補
地
と
し
て

上
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
移

転
地
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の

町
の
対
応
、
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】
町
へ

の
相
談
は
少
数
で
す
が
、
町
内

の
宅
地
を
探
し
て
頂
く
か
、
ま
た
騒

音
移
転
の
方
々
に
は
川
津
場
地
区
田

園
型
居
住
創
出
拠
点
、
小
池
地
区
中

心
拠
点
の
市
街
地
整
備
計
画
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。町

内
の
Ｌ
ｄ
ｅ
ｎ
66
防
止
特
別

地
区
、
移
転
補
償
が
可
能
と
な

る
対
象
総
件
数
と
移
転
希
望
者
件
数

は
。【

企
画
空
港
政
策
課
長
】
令
和

２
年
４
月
１
日
の
騒
特
法
の
都

市
計
画
決
定
の
告
示
に
よ
り
、
新
た

に
約
２
０
０
戸
が
移
転
補
償
の
対
象

に
組
み
込
ま
れ
、
移
転
の
相
談
に
つ
い

て
は
11
月
末
時
点
で
11
戸
の
方
々
が

移
転
の
完
了
、
21
戸
の
方
々
か
ら
移

転
の
申
し
出
が
あ
り
ま
す
。

Ｌ
ｄ
ｅ
ｎ
66
防
止
特
別
地
区
の

方
々
は
農
地
を
残
し
て
移
転
で

き
な
い
と
の
声
が
多
い
が
、
今
後
町

と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
と
共

に
対
応
対
策
を
取
っ
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
。

【
町
長
】
こ
れ
ま
で
移
転
さ
れ

て
き
た
方
々
へ
の
対
策
が
享
受

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
、
今
後

は
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て

い
き
な
が
ら
、
騒
音
移
転
さ
れ
る

方
々
へ
農
地
の
活
用
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

空
港
機
能
強
化
に
係
る

事
業
の
進
捗
は

HISAO IHASHI

移
転
者
へ
の
対
応
は

町
の
英
語
教
育
は

▲実際のチェックイン窓口などを利用した実践向けの
　英会話体験（募集案内より）
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町
長
が
理
想
と
す
る
民
間
を
含

め
た
町
民
の
足
の
確
保
内
容
は
。

【
町
長
】
複
数
の
交
通
機
関
の

連
携
を
強
化
し
、
包
括
的
に
自

宅
と
目
的
地
を
結
ぶ
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
で
す
。

千
代
田
地
区
の
拠
点
整
備
は

地
権
者
の
合
意
形
成
や
土
地

開
発
規
制
を
先
行
し
て
行
う
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

【
町
長
】
将
来
の
土
地
活
用

の
意
向
を
調
査
し
、
早
期
の

合
意
形
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
一

方
、
一
定
の
土
地
利
用
の
需
要
が

あ
り
、
一
部
で
開
発
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
個
別
に
開
発
す
る
前
に
事

業
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

周
辺
対
策
交
付
金
の
増
額
の

見
通
し
は
。

【
町
長
】
昨
年
度
を
上
回
る

特
別
交
付
金
を
申
請
し
て
い

ま
す
。
内
容
は
、
市
街
地
整
備
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
事
業
資
金
で
す
。

周
辺
対
策
交
付
金
を
原
資
と

し
た
地
域
振
興
策
の
考
え
は
。

【
町
長
】
教
育
や
福
祉
事
業

に
充
当
で
き
る
地
域
振
興
枠

が
不
交
付
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

人
材
育
成
こ
そ
地
域
未
来
の
担
い

手
創
出
が
か
な
め
で
あ
り
、
財
源

を
確
保
し
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
新
設
、
保
育
所
は

三
園
を
一
元
化
し
た
※
こ
ど
も
園
と

す
る
方
針
で
す
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
や
環

境
負
荷
低
減
の
取
組
内
容
は
。

【
町
長
】
相
談
が
あ
れ
ば
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

水
田
の
基
盤
整
備
事
業
が
必
要

と
考
え
る
が
方
策
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
地
域
の
方
向
性
を
決

定
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
町
と
し

て
最
大
限
努
力
し
ま
す
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
の
支
援

方
策
は
。

【
町
長
】
山
武
郡
市
農
業
協
同

組
合
か
ら
施
設
の
老
朽
化
に
伴

う
更
新
が
必
要
で
あ
る
旨
の
相
談
を

う
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
協
力
し
て

事
業
実
施
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

『一般質問』

實川 嘉一　議員
（眞人）

（所要時間52分）

子
育
て
支
援
の
充
実
施
策
は
。

【
町
長
】産
後
ケ
ア
事
業
、病
児
・

病
後
児
保
育
事
業
、
産
前
産
後

サ
ポ
ー
ト
事
業
、
一
時
保
育
の
事
業

の
充
実
や
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
相
談
体
制
の
強
化
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

教
育
施
設
や
子
育
て
施
設
の
充

実
施
策
は
。

【
町
長
】
中
学
校
は
大
規
模
改

修
、
小
学
校
は
新
設
を
検
討
中
、

選ばれる
町づくり

KAICHI JITSUKAWA

人
口
増
に
つ
な
げ
る

子
育
て
支
援
を

騒
音
下
の
住
民
対
策
は

行
政
指
導
で
農
業
支
援
を

【認定こども園】幼稚園・保育所などが(1)就学前の子どもに幼児教育、保育を提供する機能（保護者が働いて
いる、いないにかかわらず受け入れて、教育・保育を一体的に行う機能）(2)地域における子育て支援を行なう
機能（すべての子育て家庭を対象に、子育て不安に対応した相談活動や、親子の集いの場の提供などを行な
う機能）を備え、条例に定めた基準を満たす施設。

公
共
交
通
計
画
策
定
中

▲未来の町づくり（2024元旦の日の出）
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め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
骨
子
は
。

【
町
長
】
町
の
農
業
の
現
状
把

握
、
課
題
の
整
理
、
将
来
の
担

い
手
の
確
保
、
安
定
し
た
農
業
経
営
、

６
次
産
業
化
等
を
示
し
た
い
と
思
い

ま
す
。11

月
の
台
湾
商
談
会
で
も
芝
山

町
の
農
産
物
は
大
変
好
評
だ
っ

た
よ
う
だ
が
、
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
野

菜
等
の
輸
出
展
開
を
組
み
入
れ
て
い

く
の
か
。 

【
町
長
】
輸
出
な
ど
新
た
な
販

路
の
開
拓
に
つ
い
て
も
示
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

台
湾
で
の
商
談
会
の
中
で
町
の

野
菜
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
ど

の
よ
う
な
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
か
。 

【
町
長
】
品
質
に
関
し
て
は
非

常
に
高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た

が
、
い
つ
で
も
安
定
し
た
供
給
が
出

来
る
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

坂井 慶子　議員
（創芝会）

（所要時間59分）

『一般質問』

６
月
の
一
般
質
問
で
「
産
後
ケ

ア
事
業
」
を
提
案
し
た
。
来
年

度
中
の
事
業
開
始
に
向
け
て
進
捗
状

況
は
。【

子
育
て
・
保
健
衛
生
担
当
課

長
】
山
武
郡
市
内
の
他
、
成
田

市
や
富
里
市
な
ど
５
つ
の
医
療
機
関

と
交
渉
中
で
す
。

多
古
病
児
保
育
所
と
の
協
議
の

進
捗
は
。

【
町
長
】
多
古
と
の
協
議
と
並

行
し
、
対
象
と
な
る
保
護
者
に

利
用
ニ
ー
ズ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

話
を
い
っ
た
ん
振
り
出
し
に
戻

す
と
い
う
の
か
。

【
町
長
】
空
港
機
能
強
化
や
川

津
場
の
住
宅
地
開
発
な
ど
も
考

慮
し
、
事
業
の
必
要
性
や
場
所
の
選

定
を
協
議
し
ま
す
。

小
中
学
校
一
校
ず
つ
の
芝
山
町

と
し
て
、
英
語
の
学
力
向
上
に

資
す
る
取
り
組
み
は
出
来
な
い
か
。

【
教
育
課
長
】
教
育
委
員
会
が

先
頭
に
立
ち
、
小
中
学
校
合
同

の
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
情
報
の

共
有
と
本
町
の
特
性
を
生
か
し
た
英

語
教
育
の
推
進
を
し
て
い
き
ま
す
。

子
供
た
ち
の
学
力
全
般
の
底
上

げ
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
放
課

後
の
学
習
支
援
を
学
童
や
町
の
施
設

を
使
っ
て
出
来
な
い
か
。 

【
町
長
】
子
育
て
・
教
育
の
一

体
化
に
向
け
た
組
織
再
編
で
学

童
が
教
育
委
員
会
の
管
轄
下
に
な
る

利
点
を
生
か
し
、
検
討
の
余
地
は
十

分
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

地
域
住
民
な
ど
の
参
画
を
得
て
、

学
習
や
様
々
な
体
験
が
出
来
る

※『
放
課
後
子
供
教
室
』の
取
り
組
み

が
近
隣
市
町
で
も
始
ま
って
い
る
が
。

【
教
育
課
長
】
『
放
課
後
子
供

教
室
』
を
実
施
す
る
に
は
、
教

育
委
員
会
と
福
祉
部
局
が
連
携
し
運

営
委
員
会
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
学
習
支
援
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
安
全
管
理
等
の
協
議
を
深

「
子
育
て
・
教
育
」

新
体
制
で
の
取
り
組
み
は

KEIKO SAKAI

放
課
後
を
豊
か
な
時
間
に

先
駆
的
な
事
業
の
開
始
を

ど
う
す
る

病
児
・
病
後
児
保
育

英
語
教
育
の
連
携
を

【放課後子供教室】小学校の施設を活用して地域の大人の参画を得て、子ども達に安全で安心な活動場所を
提供する放課後対策事業

農
業
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
構
想
は



芝山議会だより　No.142　R6.2.1－ 14

活動報告

11 月 12 日　芝山はにわ祭り

　前回は古代人の儀式のみで行われた芝山はにわ祭り。
コロナ禍が明けた今回は本来の形に戻し、すべての儀
式と数多くの出店が軒を連ね、祭りの集客に一役を買
いました。祭りの終盤では、商工会による餅投げ大会
も開催され、私たち議会議員も参加しました。

び賑わう伝統の祭り再

　成田空港の第３滑走路建設工事
が始まるのを目前に、羽田空港を
視察し、人口の多い首都圏上空を
飛行機が行き交うため、その騒音
対策など、様々な工夫点について
学んできました。

10 月 31 日　芝山町議会 ・ 多古町議会連絡協議会視察研修

在の羽田空港の滑走路運用方法現

▲羽田空港の騒音対策を参考にできるかが課題

▲私たち現代人と交流をする儀式に向かう古代人たち

11 月 10 日

東川町地下水サミット研修

　これまで12年間にわたり、毎年
11月10日（イイ井戸の日）に開催
されてきた地下水サミット。最終回
となった今回は北海道上川郡東川町
が会場となり、本町を含め、９町村
が参加しました。東川町で大雪山の
湧水を利用した稲作や酒蔵、コー
ヒーショップを営んでいる経営者の
皆さんがご自身の体験談とこれから
の展望を専門家を交えながらディス
カッションし、地下水の魅力や活用
方法を紹介しました。
　翌日には東川町の地下水を活用し
た施設などを視察しました。

下水の大切さを共有地

▲各首長も参加した地下水サミット

▲親子連れに人気の「東川町共生プ
ラザそらいろ」

▲最新の入浴施設「キトウシの森
きとろん」

▲図書館と文化ギャラリーが両立
した「せんとぴゅあⅡ」 ▲大雪山連峰「旭岳湧き水」
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▲日ごろの消防活動の成果を称える出初式

▲議会の代表としてメッセージを送る小嶋議長

News
  and
Topics

　この日、公有財産利活用推進委員会が開催され、町執
行部から総務課財政担当課長、契約管財係長が出席し、
旧東小学校利活用事業の進捗状況と公共施設の管理方針
に関して説明を受け、活発な意見を交わしました。

　前夜の雪が嘘のように穏やかな
青空のもと、スポーツ広場で挙行
された令和６年出初式。今回は４
年ぶりに小隊訓練と機械点検も行
われ、団員の規律を確認しました。
町消防団から31名、東消防署芝
山分署から４名、そして３つの分
団がそれぞれ表彰を受け、長きに
わたる町への防災活動への貢献を
讃えられました。

　この日、芝山文化センターにて二十歳の式典
が執り行われました。議会からは小嶋議長が代
表して祝辞を述べました。その中で、メジャー
リーガーの大谷翔平選手の言葉や行動などを紹
介し、「一つ一つ努力を積み重ね、失敗を恐れ
ず何事にも挑戦し続けてほしい」と、参加した
63名の新成人に向けてエールを送りました。

１２月１３日　公有財産利活用推進委員会

1 月１４日　消防出初式

1 月 7 日　芝山町二十歳の式典

の公有財産の有効利用

意を新たに防災強化

れからの飛躍を願って

町

決

こ

▲旧東小学校グラウンド内に建つ特別養護老人ホーム
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令
和
６
年
元
日
に
起
こ
っ
た
能
登
半
島
の
大

地
震
。
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
思
い
知
ら
さ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
し
て
も
自
然
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
今
回
の
震
災
。
し
か
し
、「
天
災
」

は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
後
の
復
興
は
私
た
ち
人
間
が
す
る

こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
復
興
が
上
手
く
や
れ
な

い
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
天
災
で
は
な
く
「
人
災
」

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
復
興
を
成
し
遂
げ
る
に
は
二
つ
の
要
素
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
「
モ
ノ
」
の
復
興
。
つ
ま
り
、

水
・
食
料
・
燃
料
・
避
難
所
な
ど
の
備
え
を
し

て
お
く
こ
と
。
も
う
一
つ
は
「
コ
コ
ロ
」
の
復

興
。
つ
ま
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
合
い
の

あ
る
地
域
社
会
を
築
い
て
お
く
こ
と
。
こ
の
二

つ
の
復
興
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
普

段
か
ら
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
、
災
害
に
強
い

町
づ
く
り
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
様
々
な
面
で
大
き
く
変
化
し
て
い
る

社
会
や
自
然
環
境
に
対
応
で
き
る
新
し
い
町
の

未
来
像
を
、
こ
れ
か
ら
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を

通
じ
て
皆
様
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
期
の
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
は
こ

れ
が
最
後
の
号
と
な
り
ま
す
。
４
年
間
ご
愛
読

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
委
員
一
同

My
Home Town

Episode 26

Ｑ�どんなきっかけで、芝山町に
やって来ましたか？
　ゴルフのティーチングプロになる
ために、東京からゴルフのしやすい
環境を求めて47年前に移住してき
ました。

Ｑ芝山町の印象は？

Ｑ芝山町での生活はどうですか？

　ゴルフ場がたくさんあってゴルフ
をやるのにはいい環境だなと思って
いました。でも田舎なので、生まれ
育った地元は都会で勝手が全く違い、
住むのには少し不安はありました。

　生活してみると、今は昔よりもお
店が増えたので買い物には良くなっ
たと思います。ただ車が無いと生活
しづらいところがネックですよね。

Ｑ町に望むことは？
　これから車に乗れなくなった時の事を考えると、交通手段がもっと
充実しているといいですよね。あと養老施設がもっとあるとお年寄り
の方にいいと思います。老後に年金で生活できるような町になってほ
しいですね。

老後も安心して住める町って
素敵ですよね

「ある日突然あなたが主役」

Information
令和６年第１回芝山町議会
定例会のお知らせ
３月11日
22日

開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編
集
後
記

㈪から
㈮

石
いしばし

橋　利
としみち

通さん
（あけぼの）


